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本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

研究者特許・論文

技術の概要

＜キーワード＞急性白血病, 悪性腫瘍, 酵素製剤, L-アスパラギン酸， L-アスパラギナーゼ，
乳酸菌

本技術により、先発大腸菌や植物病原菌由来のL-アスパラギナーゼに対してアレルギー

を発症する患者に対して、代替医薬として使用が可能となり、急性白血病、悪性リンパ腫の
治療に効果が期待される。
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新規抗悪性腫瘍酵素製剤の開発

急性白血病、悪性リンパ腫等、増殖必須因子としてL-アスパラギンを必要とする
悪性腫瘍の治療薬

L-アスパラアギナーゼは急性白血病、悪性リンパ腫の治療薬として大腸菌と植物病原菌
から抽出精製され、製剤として全世界で販売されている。しかし先発の大腸菌由来のL-アス

パラギナーゼの欠点の１つに使用に伴うアレルギー症状の発症があり継続投与が困難とな
る。本技術では、 これまで報告のない食品微生物である乳酸菌由来のL-アスパラギナーゼ

（ポリペプチド）及び当該酵素にタンパク質工学的に変異を施し安定化した変異型酵素（ポリ
ペプチド）を提供するものである。

＜特許＞

「新規なアスパラギナーゼ」

（特開2020-129969）

L-アスパラギナーゼによる白血病細胞の細胞死のメカニズム
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タンパク質生合成系に供給

細胞生存

細胞死
L-アスパラギンシンテターゼ活性が正常細胞より低く、
血液中のL-アスパラギンがL-アスパラギナーゼ製剤で分解
されるとタンパク質生合成系にL-アスパラギンを供給できない。
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